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令和 7 年度(2025 年度)第 1 回公立大学法人熊本県立大学教育研究会議 議事録 

 

日 時：令和 7 年(2025 年)4 月 21 日（月） 午後 2 時 30 分～午後 3 時 10 分 

場 所：本部棟 2 階大会議室及びオンライン 

出席者：○委員 

  学長 堤 裕昭 

  副学長 鈴木 元 

  事務局長 梅川 日出樹 

  文学部長 村尾 治彦  

  環境共生学部長 白土 英樹 

  総合管理学部長 宮園 博光 

  共通教育センター長 山田 俊 

地域・研究連携センター長 石橋 康弘      （リモート参加） 

  デジタルイノベーション推進センター長 飯村 伊智郎     （リモート参加） 

  国際教育交流センター長 モロー ジェフリー スチュワート 

 （リモート参加) 

熊本大学理事            宮尾 千加子 

株式会社エフエム熊本相談役 荒木 正博 

熊本県公立高等学校校長会長     田中 篤 

○監事 

      公認会計士・税理士 吉川 榮一      （リモート参加） 

      弁護士 本田 悟士      （リモート参加） 

    ○事務局 

      久保田事務局次長、犬塚地域・研究連携センター事務長、堀口教務入試課長、山

村教務入試課入試班長、藤本教務入試課教務班参事、岡村教務入試課教務班主事 

 

１ 開会 

   開会に先立ち、久保田事務局次長から学長に、本会議運営規程第 2 条第 2 項に基づき、

議長及び代理の副学長ともに事故があった際の、職務代理者の指名を求める発言があった。    

学長から、梅川事務局長を代理とするとの発言があり、梅川事務局長の同意もあった。 
 

２ 学長挨拶 

   今年度初の教育研究会議。１年間宜しくお願いしたい。 
 

３ 議事 

（１） 審議事項 

① 令和 8 年度入学者選抜の実施方針について 
 

事務局教務入試課から、資料 1－1、1－2 に基づき、以下のとおり説明があった。 
 

・案の内容については、入試委員会及び大学院委員会で審議・承認されたものを提案

している。 

・一般選抜及び自己推薦型選抜については、来年度から英語英米文学科が、グローバ

ル・スタディーズ学科に名称が変更となることを除き、入学者選抜の日程、実施方

法については、ほぼ昨年度と同時期、同様の方法としたいと考えている。 
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    ・特別選抜については、問題作成の時間を十分とること当日の人員体制の確保を早期

に図ることなどの観点から、社会人選抜・帰国生徒選抜及び私費留学人留学生選抜に

おいて出願期間を例年より１か月ほど早めることとしたいと考えている。 

・大学院入学者選抜についても、選抜区分、日程等、昨年度と大きな変更はない。 

・入試広報についても昨年同様に取り組み、オープンキャンパスも、昨年度同様に来

場型で実施することとしている。 
 
 

     → 審議の結果、案のとおり承認された。 

 

（２） 報告事項 

① 令和 7 年度一般選抜における追加合格者決定について 
 

事務局教務入試課から、資料 2 に基づき、以下のとおり報告があった。 
 

・令和 7 年度(2025 年度)入学者について環境共生学部と総合管理学部で 1 名ずつ募集

定員に対し欠員が生じたため、3 月 28 日午前 8 時から、教務入試課執務室で各学部

から電話連絡により、追加合格者決定の手続きを行い、入学定員を確保した。 
 

 

② 令和 7 年度入学者の状況について 
 

事務局教務入試課から、資料 3 に基づき、以下のとおり報告があった。 
 

・今年度の学部入学者数は、定員 480 名に対し、入学者は 504 名で定員の約 105％。

県内出身者は 78.0％。各選抜の志願者数の合計は、2,208 名で志願倍率 4.6 倍と昨

年度より 326 名増加した。 

・大学院は、定員 49 名に対し春季入学者は 23 名。 
 

 

③ 令和 7 年度非常勤講師の採用（追加分）について 
 

事務局教務入試課から、資料 4-1、4-2 に基づき、以下のとおり報告があった。 
 

・共通教育センターの２科目で、当初予定していた非常勤講師が辞退されたことによ

り補充で 2 名を新たに採用した。 

・また、環境共生学部の 1 科目で、前任が高齢により昨年度で辞められた後任の選定

に時間を要し、4 月から 1 名新たに採用することとなった。 

 

④ 第 39 回（令和 7 年）管理栄養士国家試験の結果について 
 

環境共生学部長から資料 5に基づき、以下のとおり報告があった。 
 

・本学の新卒者合格率は 91.2％となり、昨年度まで３年連続 100％であったが、３名

が不合格であった。年度計画の目標である 90％はギリギリ達成した。全国的には新

卒はじめ合格率は低下傾向にある。 

 
 

⑤ 令和 6 年度研究活動上の不正防止対策の実施状況について 
 

地域・研究連携センターから資料 6 に基づき、以下のとおり報告があった。 
 



3 

・熊本県立大学における研究活動の不正防止計画に基づき作成した「令和 6 年度(2024

年度)研究活動上の不正防止対策」を資料に示したとおり実施した。 

・なお、令和 6 年度(2024 年度)は、研究活動上の不正案件は無かった。 

 

次回日程   

令和 7 年度(2025 年度)第 2 回 5 月 19 日（月） 午後 2 時 30 分～ 本部棟大会議室 
 

５ 閉会  

 


